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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
特別研究として「グローバルヘルス特別研究（必修、12 単位）」を設定する。  学位論文の研究計画と倫理手続きを遵守し、研究を遂行し、博士(グローバルヘルス)の学位に相応しい、科学的根拠に基づく研究方法・研究成果の考察を踏まえた学位論文（ティーシス形式）を作成する。



研究指導チーム（主指導教員＋副指導教員2名以上）の指導のもと、自らが従事する研究課題に関する専門的知識を補充する目的で、１年次と２年次に、自由科目として補足的に、修士課程の科目を履修することができる。

各自の研究課題にかかる専門分野に応じて、研究指導教員の指導のもと、領域を超えた講義を組み合わせた、学際的な特論講義を履修する。さらに、学生は、それらの成果をレポートとして提出することにより、各自の研究課題をとりまく事象を学術基盤に基づきグローバルな観点から明確に説明できることを目標とする。

学位論文の研究計画と倫理手続きを遵守し、研究を遂行し、博士(グローバルヘルス)の学位に相応しい、科学的根拠に基づく研究方法・研究成果の考察を踏まえた学位論文（ティーシス形式）を作成する。

各自の研究課題に関するより妥当で質の高い研究方法を立案する。この能力を獲得しつつ、研究指導教員の指導のもと、副指導教員とのディスカッションをもち、体系的な文献レビューを行い、グローバルヘルス研究として価値が高く具体的な研究計画を立案する。
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